
〒 028-0114   岩手県花巻市東和町土沢 5 区 135 番地
TEL.0198-42-4402 ／ FAX.0198-42-4405

宮沢賢治《日輪と山》水彩・紙  制作年不詳  © 林風舎

1．萩原朔太郎『月に吠える』
・賢治が目にした詩集『月に吠える』には、恩地孝四郎、
田中恭吉の作品が挿絵として掲載されていた。

2．宮沢賢治　　　   © 林風舎 
・抽象絵画を思わせる賢治の
水彩画。恩地孝四郎の版画
作品との類似性が見られる。

3．恩地孝四郎
・詩集『月に吠える』に
掲載された版画作品のう
ちの一点。

 生誕130年

宮沢賢治展
岩手の美術風土と賢治─

［特別公開］

■ 宮沢賢治「雨ニモマケズ手帳」、《日輪と山》、
《無題（赤玉）》、《無題（ケミカルガーデン）》ほか

■ 萩原朔太郎 詩集『月に吠える』より  
恩地孝四郎・田中恭吉「挿絵原画」
＊会期中、一部資料の展示入れ替えがあります。
原画、原資料の展示期間は、ホームページでお知らせします。

宮沢賢治「雨ニモマケズ手帳」© 林風舎

2026年 9月19日［土］─ 12月6日［日］
■ 開館時間   9 時 〜 17 時（入館は 16 時 30 分まで）　 　■ 休館日   月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日休館）

■ 入館料   一  般 700（650）円 ／ 高校・学生 400（350）円 ／ 小・中学生 300（250）円   ＊（　）内は 20 名以上の団体料金

■ 会場   萬鉄五郎記念美術館　 　■ 主催   萬鉄五郎記念美術館、宮沢賢治記念館　 　■ 企画協力   林風舎
1．萩原朔太郎『月に吠える』1917 年（復刻版）／ 2．宮沢賢治《無題（赤玉）》水彩・紙  制作年不詳  © 林風舎 ／ 3．恩地孝四郎《抒情（よろこびあふれ）》
木版・紙  1917 年  萩原朔太郎記念・水と緑と詩のまち 前橋文学館蔵



　
宮
沢
賢
治
（
岩
手
県
花
巻
市
生
ま
れ
／
１
８
９
６
～
１
９
３
３
）
は
、

詩
人
、
童
話
作
家
、
宗
教
家
、
科
学
者
、
教
師
な
ど
様
々

な
顔
を
持
ち
、
農
民
の
文
化
的
な
生
活
向
上
を
目
指
し
て

羅
須
地
人
協
会
を
設
立
す
る
な
ど
、
短
い
生
涯
の
な
か
で
多

面
的
な
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
文
学
者
と
し
て
世
界
的

な
評
価
を
得
て
い
る
賢
治
で
す
が
、
一
方
で
、
彼
が
当
時
の

美
術
動
向
に
敏
感
に
反
応
し
て
描
い
た
独
創
的
な
絵
画
作
品

の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
賢
治
と
美
術
」
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
は
あ
ま
り
話
題
に
さ

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
自
ら
の
詩
を
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
呼
ん
だ
よ
う
に
、
賢

治
文
学
に
は
視
覚
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
色
濃
く
映
し
だ

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
美
術

的
素
養
を
裏
付
け
る
も
の

と
し
て
、
代
表
作
《
日
輪

と
山
》
の
ほ
か
、
シ
ュ
ル

レ
リ
ス
ム
風
の《
無
題（
ケ

ミ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
）》
や
、

抽
象
的
な
《
無
題
（
赤

玉
）》
な
ど
、独
自
色
に
溢
れ
る
水
彩
画
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
彼
の
手
帳
や
ノ
ー
ト
に
は
、
美
術
家
さ
な
が
ら
の

手
慣
れ
た
描
写
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
数
々

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
独
創
的
な
賢
治
絵
画
の
創
作
背
景
を
考
え
る

と
き
、
彼
の
周
辺
で
話
題
と
な
っ
て
い
た
美
術
動
向
を
見
逃

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
彼
の
盛
岡
中
学
や
盛
岡
高
等
農
林

時
代
に
、「
岩
手
毎

日
新
聞
」
で
連
日

報
じ
ら
れ
衆
目
を

集
め
て
い
た
の
は
、

今
日
、
日
本
近
代

美
術
の
先
駆
者
と

称
さ
れ
る
地
元
出
身
の
画
家
・
萬
鉄
五
郎
で
し
た
。
紙
上

に
掲
載
さ
れ
た
絵
画
は
モ
ノ
ク
ロ
の
荒
い
図
版
な
が
ら
、
萬

の
作
品
に
関
す
る
論
争
や
話
題
が
連
日
報
じ
ら
れ
、
岩
手

発
の
「
新
し
い
画
家
」
や
「
新
し
い
絵
画
」
の
登
場
を
、
県

内
を
あ
げ
て
注
目
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
風

潮
の
な
か
新
し
い
美
術
へ
の
関
心
は
、
賢
治
の
水
彩
画
に
も

如
実
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
強
い
影

響
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
萩
原
朔
太
郎
の
詩
集

『
月
に
吠
え
る
』
を
目
に
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
書
に
掲
載
さ
れ
た
田
中
恭
吉
、
恩
地
孝
四
郎
の
作
品
と
、

賢
治
絵
画
の
間
に
は
極
め
て
近
い
類
似
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
「
新
し
い
絵
画
」
が
賢
治
の
絵
画
観
の
成
立
に
果
た
し
た

役
割
や
相
関
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
賢
治
が
生
前
に
刊
行
し
た
著
書
は
わ
ず
か
２
冊
に

と
ど
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
装
幀
や
挿
絵
を
手
掛
け
た
の
は
彼

と
同
世
代
の
県
内
の
若
い
美
術
家
た
ち
で
し
た
。
阿
部
芳
太

郎
は
『
春
と
修
羅
』
の
製
函
と
箱
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
の
ほ
か
、

賢
治
主
宰
の
農
民
劇
の
舞
台
製
作
を
手
掛
け
、
菊
池
武
雄

は
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の
表
紙
画
と
挿
絵
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。
彼
ら
に
関
わ
る
資
料
や
逸
話
か
ら
は
、
賢
治
と
美

術
家
と
の
交
友
関
係
が
浮
か
び
上
が
り
、
彼
の
美
的
関
心
に

刺
激
を
与
え
た
こ
と
が
読
み
と
れ
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
宮
沢
賢
治
生
誕
１
３
０
年
を
記
念
し
、
文

学
の
創
作
を
中
心
と
し
た
生
涯
の
歩
み
を
た
ど
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
賢
治
の
美
術
的
側

面
に
光
を
あ
て
ま
す
。
彼
の
独
創
的
な
絵
画
表
現
と
視
覚
イ

メ
ー
ジ
の
源
を
探
り
な
が
ら
、
賢
治
と
美
術
と
の
間
に
秘
め

ら
れ
た
相
関
に
つ
い
て
初
の
検
証
を
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〒 028-0114  岩手県花巻市東和町土沢 5-135
TEL.0198-42-4402 ／ FAX.0198-42-4405
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０
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／
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沢
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生
誕
１
３
０
年
記
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第
５
回
国
際
研
究
大
会
実
行
委
員
長

宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
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事
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木 

美
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萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館 

館
長

会
　
場
／
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館

日
　
時
／
令
和
８
年
10
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

1．宮沢賢治（花巻農学校教諭のころ）     　© 林風舎

＊
関
連
事
業
の
詳
細
、
会
期
中
の
展
示
入
れ
替
え
に
つ
い
て
は

美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
内
容
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.city.hanam

aki.iw
ate.jp/bunkasports/

bunka/1019887/yorozutetsugoro/1002101.htm
l

■ 

同
時
開
催

iw
ate

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
トvol.15-2

宮
沢
賢
治
ゆ
か
り
の
地

─

滝
田
恒
男 

風
の
巡
礼 

展

花
巻
市
在
住
の
画
家
・
滝
田
恒
男
が
、
賢
治
ゆ
か
り
の

地
を
訪
ね
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
約
70
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
　
期
／
９
月
19
日
（
土
）
～ 

12
月
６
日
（
日
）

会
　
場
／
八
丁
土
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
入
場
無
料
）

時
　
間
／
９
時
～
16
時
30
分

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）

１
．
宮
沢
賢
治
（
花
巻
農
学
校
教
諭
の
こ
ろ
） 

１
９
２
４
年
１
月  

©
林
風
舎 

／ 

２
．
宮
沢
賢
治
《
日
輪
と
山
》
水
彩
・
紙  

制
作
年
不
詳  

©
林
風
舎 

／ 

３
．
萬
鉄
五
郎
《
落
暉
（
荷
車
ひ
き
の
い
る

風
景
）》
油
彩
・
画
布  

１
９
１
１
年
頃  

公
益
社
団
法
人
花
巻
共
立
会 

総
合
花
巻
病
院
蔵 

／ 

４
．
田
中
恭
吉
《
画
稿
よ
り
Ⅱ
》
１
９
１
５
年 

／ 

５
．
恩
地
孝
四
郎
《
抒
情
（
よ
ろ
こ
び
あ
ふ
れ
）》
木
版
・

紙  

１
９
１
７
年  

萩
原
朔
太
郎
記
念
・
水
と
緑
と
詩
の
ま
ち 

前
橋
文
学
館
蔵 

／  

６
．
宮
沢
賢
治
《
無
題
（
ケ
ミ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
）》
水
彩
・
紙  

制
作
年
不
詳  

©
林
風
舎 

／ 

７
．
宮
沢
賢
治
《
無
題
（
赤

玉
）》
水
彩
・
紙  

制
作
年
不
詳  

©
林
風
舎 

／ 

８
．
宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
』
１
９
２
４
年 

／ 

９
．
宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
１
９
２
４
年

2．宮沢賢治《日輪と山》   　　　             © 林風舎

3．萬鉄五郎
《落暉（荷車ひきのいる風景》

9．宮沢賢治『注文の多い料理店』

8．宮沢賢治『春と修羅』

6．宮沢賢治《無題（ケミ
カルガーデン》© 林風舎

7．宮沢賢治《無題（赤玉）》
© 林風舎

5．恩地孝四郎《抒情
（よろこびあふれ）》

4．田中恭吉《画稿よりⅡ》


